
備 考

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番5号

218 修士（工学）
平成30年4月

第1年次

平成30年4月
第1年次

化学・生命系理工学専
攻
(Department of
Chemistry and Life
Science)

3 12 － 36
博士（理学）
博士（工学）

平成30年4月
第1年次

機械・材料・海洋系工
学専攻
(Department of
Mechanical
Engineering,
Materials Science,
and Ocean
Engineering)

3 11 － 33 博士（工学）

（博士課程後期）

計 － 362 － 724

機械・材料・海洋系工
学専攻
(Department of
Mechanical
Engineering,
Materials Science,
and Ocean
Engineering)

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

理工学府
(Graduate School of
Engineering Science)

年 人 年次
人

人 　年　月
第　年次

平成30年4月
第1年次

数物・電子情報系理工
学専攻
(Department of
Mathematics,
Physics, Electrical
Engineering and
Computer Science)

2 146 - 292
修士（理学）
修士（工学）

平成30年4月
第1年次

化学・生命系理工学専
攻
(Department of
Chemistry and Life
Science)

2 107 - 214
修士（理学）
修士（工学）

2 109 -

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画
事 項 記 入 欄

大 学 の 目 的
　横浜国立大学大学院は、教育基本法の精神にのっとり、学術の中心として、広
く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用
的能力を展開させることを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

理学および工学は人類社会の福祉と持続的発展に直接的に寄与する使命を持つ学
術分野である。社会からの様々な要請を的確に把握し，地球規模の環境問題など
に対処しつつ産業を発展させ，輝ける未来を切り拓くために技術者・研究者の果
たすべき役割は大きい。そのために，実践的学術の国際拠点を目指す本学におい
て，理工学府博士課程前期では，自らの専門分野における高度の専門能力と高い
倫理性を持つとともに，広く他分野の科学技術に目を向ける進取の精神に富み，
イノベーションによる産業力の更なる強化・発展に貢献し得る理学と工学の両方
のセンスを兼ね備えた高度専門職業人としての理工系人材の育成を目的とし，理
工学府博士課程後期では，自らの専門分野における高度の専門能力と高い倫理性
を持つとともに，広く他分野の科学技術にも目を向け，独創的な科学と技術を創
造・研究・開発し，新たな学術と産業を主体的に切り開く，学界でも産業界でも
グローバルに活躍できる創造性豊かな高度技術者・研究者のリーダー人材の育成
を目的とする

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

フ リ ガ ナ ヨコハマコクリツダイガクダイガクイン

大 学 の 名 称 横浜国立大学大学院（Graduate School,Yokohama National University）

大 学 本 部 の 位 置 神奈川県横浜市保土ケ谷区常盤台７９番１号

計 画 の 区 分 研究科の設置

フ リ ガ ナ コクリツダイガクホウジンヨコハマコクリツダイガク

設 置 者 国立大学法人横浜国立大学

【基礎となる学
部】
理工学部

14条特例の実施

（博士課程前期）
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（博士課程前期）

科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目

（博士課程後期）

科目 科目 科目 科目 9

科目 科目 科目 科目 9

科目 科目 科目 科目 9

 化学・生命系理工学専攻

 数物・電子情報系理工学専攻

 化学・生命系理工学専攻

 数物・電子情報系理工学専攻

既

(0) (0)　国際経済法学専攻 (12) (6) (0) (0) (18)

(0)
12 6 0 0 18 0 0

　経営学専攻 (30) (16) (0) (0) (46)

(0) (0)
30 16 0 0 46 0 0

　経済学専攻 (19) (16) (0) (0) (35)
(博士課程前期） 19 16 0 0 35 0 0
国際社会科学府

0 1
　高度教職実践専攻 (10) (4) (0) (0) (14) (0) (1)

（専門職学位課程） 10 4 0 0 14

14
　教育実践専攻 (58) (31) (3) (0) (92) (0) (14)

（修士課程） 58 31 3 0 92

(-)
教育学研究科

(93) (95) (8) (18) (214) (13)

(49)

計
93 95 8 18 214 13 -

 情報環境専攻 (12) (8) (2) (0) (22)

(0) (55)
12 8 2 0 22 0 49

 自然環境専攻 (8) (8) (0) (0) (16)

(41)
8 8 0 0 16 0 55

 人工環境専攻 (14) (14) (1) (0) (29)

(0) (50)
 (博士課程後期） 14 14 1 0 29 0 41

 情報環境専攻 (12) (8) (2) (0) (22)

(56)
12 8 2 0 22 0 50

 自然環境専攻 (8) (8) (0) (0) (16)

(41)
8 8 0 0 16 0 56

(16) (14) (1) (0) (31) (0)

(43)

平成29年3月設
置計画書提出済
み

 (博士課程前期） 16 14 1 0 31 0 41
 人工環境専攻

(2)
環境情報学府

(21) (27) (0) (9) (57) (4)

(42) (7)

(5)
21 27 0 9 57 4 2
(15) (18) (2) (4) (39) (7)

(2) (6)
15 18 2 4 39 7 5

 機械・材料・海洋系工学専攻 (17) (20) (1) (5)

60

3 5 67

(56)
 (博士課程後期） 17 20 1 5 43 2 6

(21) (27) (0) (9) (57) (4)

(71)
21 27 0 9 57 4 56
(18) (18) (2) (4)

(2) (67)
18 18 2 4 42 7 71

 機械・材料・海洋系工学専攻 (18) (20) (3) (5) (46)
 (博士課程前期） 18 20新

設

分

理工学府教

員

組

織

の

学　部　等　の　名　称
専任教員等

(0)

(0)

(0)

0

(0)

46 2

教授 准教授 講師 助教

機械・材料・海洋系工学専攻

化学・生命系理工学専攻

数物・電子情報系理工学専攻

0 0 55

機械・材料・海洋系工学専攻

化学・生命系理工学専攻

数物・電子情報系理工学専攻

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

理工学府 55

102

83

135

61

62

97

52

40

54

46

38

14

14

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の
変 更 等 ）

大学院環境情報学府全5専攻を廃止　※平成30年4月学生募集停止

　環境生命学専攻（△M40、△D12）、環境システム学専攻（△M40、△D10）、

　情報ﾒﾃﾞｨｱ環境学専攻（△M45、△D12）、環境ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（△M11、△D5）、

　環境ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（△M37、△D9）

大学院環境情報学府に全3専攻を設置（平成29年3月設置計画書提出）

　人工環境専攻（M75、D15）、自然環境専攻（M33、D6）

　情報環境専攻（M65、D12）

平成30年4月
第1年次

計 － 41 － 123

数物・電子情報系理工
学専攻
(Department of
Mathematics,
Physics, Electrical
Engineering and
Computer Science)

3 18 － 54
博士（理学）
博士（工学）

大学院工学府を廃止　※平成30年4月学生募集停止

　機能発現工学専攻（△M99、△D12）、システム統合工学専攻（△M101、△D13）、

　物理情報工学専攻（△M122、△D16）

36

29

47

6

21

23

30

30

30

計 助手

34

9

3

14

兼 任
教 員 等
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大学全体

大学全体

大学全体
体育館

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

3,882 ㎡ 野球場 テニスコートほか

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

15,336 ㎡ 1,472 席 1,346,389 冊

40

(1,337,756〔508,893〕)　 (34,493〔19,515〕)　 (12,506〔11,935〕)　 (8,859) (3,802) (40)
計

1,337,756〔508,893〕　 34,493〔19,515〕　 12,506〔11,935〕　 8,859 3,802

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

理工学府
8,859 3,802 40 学府単位での特定

不能なため、大学
全体の数(1,337,756〔508,893〕)　 (34,493〔19,515〕)　 (12,506〔11,935〕)　 (8,859) (3,802) (40)

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

1,337,756〔508,893〕　 34,493〔19,515〕　 12,506〔11,935〕　

14  室

（補助職員 18 人）（補助職員　2 人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　 　数

理工学府 139 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

113　  室 153  室 770  室
31  室

校

地

等

区　 　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 335,097 ㎡ ―　 　㎡ ―　 　㎡

175,694 ㎡ ―　 　㎡ ―　 　㎡ 175,694 ㎡

合 計 662,459 ㎡ ―　 　㎡ ―　 　㎡ 662,459 ㎡

校　 　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

(48)

図 書 館 専 門 職 員
12 20 32

(12) (20) (32)

小 計 425,013 ㎡ ―　 　㎡ ―　 　㎡ 425,013 ㎡

そ の 他 237,446 ㎡ ―　 　㎡ ―　 　㎡ 237,446 ㎡

335,097 ㎡

運 動 場 用 地 89,916 ㎡ ―　 　㎡ ―　 　㎡ 89,916 ㎡

(245) (506)

技 術 職 員
50 87 137

(50) (87) (137)

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　 　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
261 245 506

(261)

計
326 397 723

(326) (397) (723)

そ の 他 の 職 員
3 45 48

(3) (455)

-

(285) (212) (10) (37) (544) (9) (-)
合　 　計

285 212 10 37 544

9 -

(168) (103) (7) (0) (278) (9) (-)
計

168 103 7 0 278

設

分

0 2

(2)

(博士課程後期） 23 20 0 0 43

4 1

　都市地域社会専攻 (15) (13) (1) (0) (29) (4) (1)

15 13 1 0 29

(43) (0)

1

　建築都市文化専攻 (14) (12) (1) (0) (27) (5) (1)

(博士課程前期） 14 12 1 0 27

(0) (0)

都市イノベーション学府

　法曹実務専攻 (10) (4) (0) (0) (14)

(0)

（専門職学位課程） 10 4 0 0 14 0 0

　国際経済法学専攻 (19) (10) (0) (0) (29)

(0) (0)

19 10 0 0 29 0 0

　経営学専攻 (30) (16) (0) (0) (46)

(0)

30 16 0 0 46 0 0

　経済学専攻 (19) (16) (0) (0) (35)

(博士課程後期） 19 16 0 0 35 0 0

概

要

(0)

(0)

5

9

　都市イノベーション専攻 (23) (20) (0) (0)
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4

4

4

― ― ― 学士(理学、工学)

1.02 平成23年度

　数物・電子情報系学科 4 287 ― 1097 学士(理学、工学) 1.05 平成23年度

605 学士(工学) 1.04 平成29年度

　化学・生命系学科 4 187 ― 712 学士(理学、工学)

平成３年度

平成29年4月名称
変更（機械工学・
材料系学科→機
械・材料・海洋系
学科）および入学
定員増（45人）

化学・生命系学科
は平成29年度入学
定員増（12人）

数物・電子情報系
学科は平成29年度
入学定員増（17
人）

建築都市・環境系
学科は平成29年4
月より学生募集停
止

理工学部 1.04 神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番5号　機械・材料・海洋系学科 185 ―

― 平成23年度　建築都市・環境系学科 4

学士(経営学) ―

　経営システム科学科 4 65 ― ― 学士(経営学)

― 平成３年度

　会計・情報学科 4 70 ― ― 学士(経営学) ― 平成３年度

　(夜間主コース) 4 32 ― ― 学士(経営学)

　経営学科(昼間主コース) 4 75 ― ― 学士(経営学) ― 昭和42年度

1.03 神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番4号

経営学科は平成29
年4月設置

経営学科（昼間主
コース、夜間主
コース），会計・
情報学科，経営シ
ステム科学科，国
際経営学科は平成
29年4月より学生
募集停止

　経営学科 287 ― 287 学士(経営学) 1.03

経営学部

― 平成３年度

　国際経営学科 4 65 ― ―

4 ― ― ― 学士(経済学) ―

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番3号

　経済学科 238 ３年次15 238 学士(経済学) 1.07 平成29年度

　経済システム学科

平成29年度

経済学科は平成29
年4月設置

経済システム学
科，国際経済学科
は平成29年4月よ
り学生募集停止

経済学部 1.07

平成10年度

平成16年度

　国際経済学科 4 ― ― ― 学士(経済学) ― 平成16年度

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番2号

平成29年4月名称
変更（教育人間科
学部→教育学部）

教育学部

学士(教養) ― 平成23年度

マルチメディア文化課程 4 ― ― ― 学士(教養) ―

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番2号

人間文化課程は平
成29年4月より学
生募集停止

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ文化課程
は平成23年4月よ
り学生募集停止

教育人間科学部

　人間文化課程 4 ― ― ―

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人

学生納付金以外の維持方法の概要 ―

大 学 の 名 称 横浜国立大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

1.03

　学校教育課程 4 230 ― 920 学士(教育) 1.03 平成10年度

倍

国費（運営費交
付金）による共 同 研 究 費 等 ― ― ― ― ―

第６年次

―　千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円

― ― ― ―

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 ― ― ― ―

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

設 備 購 入 費 ― ― ―

―

図 書 購 入 費 ― ― ― ― ― ― ―

― ―

基本計画書 -4



2

2

平成18年度

平成18年度

　環境ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻(D) 3 9 ― 27 博士(環境学，工学，学術) 0.88

　環境ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻(D) 3 5 ― 15
博士(環境学，技術経営，学術)

　情報ﾒﾃﾞｨｱ環境学専攻(D) 3 12 ― 36 博士(環境学，工学，学術) 0.88 平成13年度

平成13年度

　環境ｼｽﾃﾑ学専攻(D) 3 10 ― 30 博士(環境学，工学，学術) 0.43 平成13年度

1.06 平成18年度

　環境生命学専攻(D) 3 12 ― 36 博士(環境学，工学，学術) 0.77

平成18年度

　環境ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻(M) 2 37 ― 74 修士(環境学，工学，学術)

　環境ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻(M) 2 11 ― 22
修士(環境学，技術経営，学術)

物理情報工学専攻(D) 3 16 ― 48 博士(工学，学術) 0.85

45 ― 90 修士(環境学，工学，学術) 平成13年度

　環境ｼｽﾃﾑ学専攻(M) 2 40 ― 80 修士(環境学，工学，学術) 平成13年度

　情報ﾒﾃﾞｨｱ環境学専攻(M)

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番7号　環境生命学専攻(M) 2 40 ― 80 修士(環境学，工学，学術) 0.81 平成13年度

2

ｼｽﾃﾑ統合工学専攻(D) 3 13 ― 39 博士(工学，学術) 0.50

機能発現工学専攻(D) 3 12 ― 36 博士(工学，学術)

平成13年度

平成13年度

環境情報学府

平成13年度

物理情報工学専攻(M) 2 122 ― 244 修士(工学，学術) 平成13年度

1.01 平成13年度 神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番5号ｼｽﾃﾑ統合工学専攻(M) 2 101 ― 202 修士(工学，学術) 1.01

　機能発現工学専攻(M) 2 99 ― 198 修士(工学，学術)

平成13年度

工学府

平成11年度

法曹実務専攻(P) 3 ― ― ― 法務博士(専門職) ― 平成16年度

平成11年度

国際社会科学研究科

平成11年度

国際経済法学専攻(D) 3 ― ― ― 博士(国際経済法学，学術) ―

企業ｼｽﾃﾑ専攻(D) 3 ― ― ― 博士(経営学，学術)

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ経済専攻(D) 3 ― ― ― 博士(経済学，学術) 平成11年度

国際社会科学研究
科は平成25年度よ
り学生募集停止

0.56 平成25年度

　国際経済法学専攻（博士課程後期） 3 8 ― 24  博士（法学，国際経済法学，学術）

0.60 平成25年度

　経営学専攻（博士課程後期） 3 12 ― 36  博士（経営学，学術） 平成25年度

　経済学専攻（博士課程後期） 3 10 ― 30  博士（経済学，学術）

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番4号　国際開発専攻(D) 3 ― ― ― 博士(学術) ―

1.02 平成25年度

　国際経済法学専攻（博士課程前期） 2 25 ― 50 修士（法学，国際経済法学，学術） 平成25年度

0.78

平成25年度 神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番4号

法曹実務専攻は平
成27年度入学定員
減（△15人）

　経営学専攻（博士課程前期） 2 50 ― 100 修士（経営学）

　経済学専攻（博士課程前期） 2 38 ― 76 修士（経済学）

平成25年度

　法曹実務専攻（専門職学位課程） 3 25 ― 75  法務博士（専門職）

国際社会科学府

平成23年度

　教職実践専攻(専門職学位課程) 15 ― 15 教職修士(専門職) 平成29年度

平成10年度

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番2号

教育実践専攻は平
成29年度入学定員
減(△15人)

教職実践専攻は平
成29年4月設置

　教育実践専攻(修士課程) 85 ― 185 修士(教育学)

教育学研究科

0.93

― 昭和60年度

　知能物理工学科 4 ― ― ― 学士(工学) ―

　電子情報工学科 4 ― ― ― 学士(工学)

昭和60年度

　建設学科 4 ― ― ― 学士(工学) ― 昭和60年度

― 昭和60年度 神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番5号　物質工学科 4 ― ― ― 学士(工学) ―

工学部は成23年度
より学生募集停止　生産工学科 4 ― ― ― 学士(工学)

工学部

平成29年度

　環境リスク共生学科 4 56 ― 56 学士(環境学) 1.08 平成29年度

4 48 ３年次５ 48 学士(工学) 1.02

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番1号　建築学科 4 70 ２年次２ 70 学士(工学)

都市科学部は平成
29年4月設置

　都市社会共生学科 4 74 ― 74 学士(学術) 0.81 平成29年度

都市科学部 0.97

1.01 平成29年度

　都市基盤学科

既
設
大
学
等
の
状
況

0.90

0.66

―

―

1.06

1.02

1.15

0.72

1.20

1.08

0.73

1.13
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○国際教育センター（目的）外国人留学生に対する日本語及び日本事情に関する教育
を行うと共に、短期留学国際プログラムの運営、日本人学生と留学生が共に学ぶ授業
科目などを開講する。また、留学生の相談の対応、日本人学生の留学に関する相談対
応や情報提供を行う。（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-1（設置年月）平成26年
4月（留学生センター改組）（規模等）建物1,526㎡

○高大接続・全学教育推進センター（目的）横浜国立大学における高大接続システム
改革の実現に向けて全学一体で推進する中心的な役割を果たし、大学教育の質的転換
及び入学者選抜方法の改善のための学生行動調査等を重視するインスティテューショ
ナル・リサーチ（学生IR）の推進とともに、初年次教育科目から高度全学科目を体系
的に編成した全学教育の企画、調整、実施及び改善を図り、もって国際通用性のある
本学教育の質保証に資する。（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-8（設置年月日）
平成28年4月（規模等）建物240㎡

附属施設の概要

○附属学校
（目的）附属小･中学校は、教育基本法及び学校教育法に基づいて義務教育として行
われる普通教育を施し、かつ教育の理論と実際に関する研究及びその実証をするとと
もに、学生の教育実習を行うことを目的とする。
　附属特別支援学校は、学校教育法第72条に規定する特別支援学校教育の対象者(主
として知的障害者)に対して、小学校、中学校又は高等学校に準ずる教育を施すとと
もに、障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な知識技能
を授け、併せて、横浜国立大学教育人間科学部及び横浜国立大学大学院教育学研究科
(以下「学部等」という。)における児童・生徒の教育に関する研究に協力し学部等学
生の教育実習の実施に当たることを目的とする。

　教育学部附属鎌倉小学校
　所在地：鎌倉市雪ノ下3-5-10
　規模等：6,191㎡
　設置年月：昭和24年5月31日

　教育学部附属鎌倉中学校
　所在地：鎌倉市雪ノ下3-5-10
　規模等：5,653㎡
　設置年月：昭和24年5月31日

　教育学部附属横浜小学校
　所在地：横浜市中区立野６４番地
　規模等：6,672㎡
　設置年月：昭和24年5月31日

　教育学部附属横浜中学校
　所在地：横浜市南区大岡2-31-3
　規模等：5,392㎡
　設置年月：昭和24年5月31日

　教育学部附属特別支援学校
　所在地：横浜市南区大岡2-31-3
　規模等：3,047㎡
　設置年月：昭和54年4月1日

○先端科学高等研究院（目的）新技術や社会を取り巻く多様なリスクを把握し、それ
らを適切に低減するための先端科学に関する高度な学術研究を、先進的な体制の下で
集中的に推進し、その成果の社会還元を通して、次世代における安心・安全かつ持続
可能な国際社会の発展に貢献するとともに、横浜国立大学の当該分野における学術研
究の国際拠点化を実現し、併せて、本学の研究力を一層向上する。（所在地）横浜市
保土ケ谷区常盤台79-5（設置年月）平成26年10月（規模等）建物1,512㎡

○保健管理センター（目的）学生・教職員の健康保持・増進に寄与する。（所在地）
横浜市保土ケ谷区常盤台79-8（設置年月）昭和48年4月（規模等）建物349㎡

○情報基盤センター（目的）情報基盤の整備充実を図るために、情報基盤技術に関す
る研究を推進し、教育、研究及び事務処理等における情報基盤の利用、活用を支援す
る。（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-5（設置年月）平成19年4月（総合情報処
理センター改組）（規模等）建物1,988㎡

○機器分析評価センター（目的）研究用大型機器及び精密機器等を集中的に管理し，
教育・研究の用に供するとともに，各研究用機器等の利用を合理的，効率的に行う。
（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-5（設置年月日）平成7年4月（規模等）建物
1,435㎡

○男女共同参画推進センター（目的）男女共同参画社会の構築という社会的要請に応
えるため、大学独自あるいは国、地方公共団体、民間組織等との連携の下で男女共同
参画に係る教育活動、研究活動を行う。（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-4（設
置年月日）平成25年4月（規模等）建物39㎡

1.12 平成23年度

　都市イノベーション専攻（博士課程後期） 3 12 ― 36 博士（工学，学術） 平成23年度

修士（工学，学術） 平成23年度 神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番5号　都市地域社会専攻（博士課程前期） 2 37 ― 74 修士（工学，学術）

都市イノベーション学府
　建築都市文化専攻（博士課程前期） 2 68 ― 136 0.94

1.02
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○産学官連携研究施設（目的）産学官連携を推進するための共同研究、共同研究講
座、本学の研究成果に基づく起業及び外部資金による研究プロジェクト等を実施する
場を提供する。（所在地）横浜市保土ケ区常盤台79-5（設置年月）平成25年1月（規模
等）建物1,058㎡

○機械工場（目的）授業等施設（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-5（設置年月）
昭和53年12月（規模等）建物　A棟496㎡ 　B棟416㎡

○リスク共生社会創造センター（目的）21世紀社会におけるリスク対応の在り方を研
究し、対応策の社会実装に寄与する。（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-5（設置
年月日）平成27年10月（規模等）建物397㎡

○大学会館（目的）本学の学生・教職員の人間関係の緊密化を図るとともに、学生・
教職員の福利厚生に寄与し、学園生活を豊かにする。（所在地）横浜市保土ケ谷区常
盤台79-1（設置年月）昭和63年9月（規模等）建物3,094㎡

○峰沢国際交流会館（目的）本学の学生に対し、生活と勉学の場を与え、その修学を
容易にするとともに、国際交流の促進に資する。（所在地）横浜市保土ケ谷区峰沢町
305-11（設置年月）平成4年5月（規模等）建物7,260㎡

○留学生会館（目的）外国人留学生を寄宿させ、かつ、国際交流の促進に資すること
を目的とする。（所在地）横浜市南区大岡2-31-1（設置年月日）昭和55年12月（規模
等）建物5,009㎡

○教育文化ホール（目的）地域の方々に対する生涯学習に関する事業等を実施する。
（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-1（設置年月）平成7年4月（規模等）建物1,512
㎡
○大岡インターナショナルレジデンス（目的）外国人留学生、外国人研究者、教職員
を寄宿させ、かつ、国際交流の促進に資することを目的とする。（所在地）横浜市南
区大岡2-31-2（設置年月日）平成22年9月（規模等）建物8,477㎡

○未来情報通信医療社会基盤センター（目的）独立行政法人情報通信研究機構及びそ
の他の機関と連携した先端情報通信技術に基づく未来社会基盤（高度医療、福祉、金
融、エネルギー、交通）の高度研究開発，本学大学院生又はこれと同等以上の知識を
持つ研究者等に対する先端研究を通じた高度教育に関することを行う。（所在地）横
浜市保土ケ谷区常盤台79-7（設置年月日）平成17年9月（規模等）建物327㎡

○地域実践教育研究センター（目的）地域連携推進室との緊密な連携をもとに、学部
及び大学院の学生に対し、地域交流科目を中心に、グローバルな視野をもって地域課
題を解決できる21世型人材育成を目的とした教育の推進，内外の諸機関・諸地域と連
携しながら、地域貢献に関する教育・研究・実践活動を行い，前記の業務に関し、広
く情報発信することにより社会に貢献する。（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-3
（設置年月日）平成17年9月（規模等）建物20㎡

○統合的海洋教育・研究センター（目的）海洋の統合的管理能力の修得を目的にした
修士課程の教育，海洋の統合的管理に関する国際的、領域横断的な教育・研究情報の
拠点の形成，その他、本学における海洋の統合的教育研究の促進を行う。（所在地）
横浜市保土ケ谷区常盤台79-5（設置年月日）平成19年6月（規模等）建物117㎡

○成長戦略研究センター（目的）新しい経済成長戦略に関する研究プロジェクトの推
進，ベンチャー企業の創出及びそれを担う人材の育成を推進する。また、大学院レベ
ルでのプロジェクトベース教育、ベンチャー企業と連携したインターンシップ、副専
攻プログラムなどの教育活動を行う。（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-4（設置
年月日）平成23年4月（規模等）建物79㎡
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平成２９年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

平成３０年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

230 ― 920 230 ― 920
230 ― 920 230 ― 920

238 3年次15 982 238 3年次15 982
238 3年次15 982 238 3年次15 982

287 ― 1,148 287 ― 1,148
287 ― 1,148 287 ― 1,148

659 ― 2,636 659 ― 2,636
185 ― 740 185 ― 740
187 ― 748 187 ― 748
287 ― 1,148 287 ― 1,148

248 2年次2
3年次5

1,008 248 2年次2
3年次5

1,008

74 296 74 296
70 2年次2 286 70 2年次2 286
48 3年次5 202 48 3年次5 202
56 224 56 224

1,662
2年次2

3年次20
6,694 1,662

2年次2
3年次20

6,694

100 200 100 200
85 ― 170 85 ― 170
15 ― 30 15 ― 30

168 391 168 391
38 ― 76 38 ― 76
50 ― 100 50 ― 100
25 ― 50 25 ― 50
10 ― 30 10 ― 30
12 ― 36 12 ― 36
8 ― 24 8 ― 24

25 ― 75 25 ― 75

363 767 0 0
99 ― 198 0 ― 0

101 ― 202 0 ― 0
122 ― 244 0 ― 0
12 ― 36 0 ― 0
13 ― 39 0 ― 0
16 ― 48 0 ― 0

403 847
機械・材料・海洋系工学専攻（M） 109 ― 218
化学・生命系理工学専攻（M） 107 ― 214

146 ― 292
機械・材料・海洋系工学専攻（D） 11 ― 33

12 ― 36
数物・電子情報系理工学専攻（D） 18 ― 54

221 490 206 445
40 ― 80 0 ― 0
40 ― 80 0 ― 0
45 ― 90 0 ― 0
11 ― 22 0 ― 0
37 ― 74 0 ― 0
12 ― 36 0 ― 0
10 ― 30 0 ― 0
12 ― 36 0 ― 0
5 ― 15 0 ― 0
9 ― 27 0 ― 0

75 ― 150
33 ― 66
65 ― 130
15 ― 45
6 ― 18

情報環境専攻（Ｄ） 12 ― 36

117 246 117 246
68 ― 136 68 ― 136
37 ― 74 37 ― 74
12 ― 36 12 ― 36

修士課程・博士課程前期 798 ― 1,596 修士課程・博士課程前期 838 ― 1,676
博士課程後期 131 ― 393 博士課程後期 116 ― 348
専門職学位課程 40 ― 105 専門職学位課程 40 ― 105

969 ― 2,094 994 ― 2,129

自然環境専攻（M）
情報環境専攻（M）

環境生命学専攻（D）
環境システム学専攻（D）
情報メディア環境学専攻（D）
環境ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（D）
環境リスクマネジメント専攻（D）

環境生命学専攻（D）
環境システム学専攻（D）
情報メディア環境学専攻（D）

研究科の専攻の
設置（意見伺い）

平成30年4月
学生募集停止

研究科の設置
（意見伺い）

平成30年4月
学生募集停止

国立大学法人横浜国立大学　組織の移行表

都市イノベーション専攻（D） 都市イノベーション専攻（D）

大学院計 大学院計

情報メディア環境学専攻（M）
環境ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（M） 環境ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（M）

環境情報学府 環境情報学府
環境生命学専攻（M） 環境生命学専攻（M）

環境リスクマネジメント専攻（M） 環境リスクマネジメント専攻（M）

環境システム学専攻（M）
情報メディア環境学専攻（M）

システム統合工学専攻（D）

都市イノベーション学府
建築都市文化専攻（M）

都市地域社会専攻（M） 都市地域社会専攻（M）

環境ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（D）
環境リスクマネジメント専攻（D）

機能発現工学専攻（M）
システム統合工学専攻（M）

自然環境専攻（Ｄ）
人工環境専攻（Ｄ）

環境システム学専攻（M）

物理情報工学専攻（M）
機能発現工学専攻（D）
システム統合工学専攻（D）

建築都市文化専攻（M）
都市イノベーション学府

物理情報工学専攻（D）

数物・電子情報系理工学専攻（M）

化学・生命系理工学専攻（D）

理工学府

機能発現工学専攻（M）
システム統合工学専攻（M）
物理情報工学専攻（M）
機能発現工学専攻（D）

物理情報工学専攻（D）

人工環境専攻（M）

横浜国立大学 横浜国立大学

教育学部
学校教育課程 学校教育課程

経営学科

教育学部

学部計

横浜国立大学大学院 横浜国立大学大学院

数物・電子情報系学科 数物・電子情報系学科

都市科学部

都市社会共生学科
建築学科
都市基盤学科
環境リスク共生学科

都市科学部

学部計

経済学部 経済学部
経済学科

経営学科

工学府

経営学専攻（M）
国際経済法学専攻（M） 国際経済法学専攻（M）
経済学専攻（D） 経済学専攻（D）

教育実践専攻（M）
高度教職実践専攻（P）

国際社会科学府 国際社会科学府
経済学専攻（M） 経済学専攻（M）

経営学専攻（D）
国際経済法学専攻（D） 国際経済法学専攻（D）
法曹実務専攻（P） 法曹実務専攻（P）

高度教職実践専攻（P）
教育実践専攻（M）

工学府

経営学専攻（M）

経営学専攻（D）

経済学科

経営学部 経営学部

教育学研究科 教育学研究科

都市社会共生学科
建築学科
都市基盤学科
環境リスク共生学科

理工学部 理工学部
機械・材料・海洋系学科 機械・材料・海洋系学科
化学・生命系学科 化学・生命系学科





兼1
兼1

兼1

3

3

4

兼3

兼3

兼3
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   2
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